
普
及
、
消
防
施
設
の
整
備
、
そ

の
他
の
災
害
の
防
ぎ
ょ
に
関
し
、
 

そ
の
成
績
が
特
に
優
秀
で
、
か

つ
、
他
の
模
範
と
な
る
と
認
め

ら
れ
る
消
防
機
関
に
対
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
全

国
で
四
十
四
団
体
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。
 

同
消
防
団
の
受
賞
の
理
由
は
、
 

独
自
に
行
っ
て
い
る
水
防
訓
練

の
実
施
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

同
消
防
団
で
は
同
月
十
四
日
、
 

加
藤
団
長
や
副
団
長
ら
が
市
役

所
を
訪
れ
森
田
市
長
に
受
賞
を

伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
森

田
市
長
は
「
受
賞
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を

契
機
に
よ
り
一
層
、
防
災
力
強

化
に
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
称
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
消
防
団
で
は
三
月

二
士
百
、

関
係
者
約
五
十
人

が
出
席
し
て
祝
賀
会
を
開
催
し
、
 

住
民
の
生
命

・
財
産
を
守
る
と

い
う
市
民
の
信
託
に
応
え
る
た

め
、
よ
り

一
層
団
結
力
を
強
化

す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

三
月
九
日
、
東
京
都
の
武
道

館
で
開
か
れ
た
「
自
治
体
消
防

制
度
発
足
四
十
周
年
記
念
式
典
」
 

に
お
い
て
、市
消
防
団
（加
藤
兼
 

顕
団
長
）
が
団
体
と
し
て
は
最
 

高
の
栄
誉
で
あ
る
消
防
庁
長
官
 

表
彰

（
表彰
旗
）
を
受
賞
し
ま
 

し
た
。
 

こ
の
表
彰
は
、
防
災
思
想
の
 

、
 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

一．一広報 

③ごしかわら 
発行 五所川原市

〒O37 

青森県五所川原市字岩木町12 

丑 0173-⑩2111(fk 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 和 光 印 刷 

市の人口 総数51,294人（男24,586・女26.708）世帯数14,952 (2 月29日現在） 	（毎月2 回 1日・15日発行） 

森田市長（左）に受賞を伝える加藤団長（左から2人目）、中川兵一副団長（中央） 

福士長三郎副団長（右から2人目）、外崎昇一副団長（右） 

市 民 憲 章 （昭平959年10月1日制定） 

昭和63年 

.i66O 

4-i 

わた＜したちの先人は、不麗不屈の五所川原
に1 魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り
ら開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 
に 上げました。 
】‘ わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
i： い視野に立って西北津軽の人マと協調 
.： し、郷土の限りない発展を願つて、こ 
:i，こに市民憲章を定めます。 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑥文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

⑥未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 

市
消
防

団
が
 

消
防

庁
長
官
表

一
を

受
け

る
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施政方針を述べる森田市長 

昭
和
六
十
三
年
第
ニ
回
定
例
市
議
会
が
、
「
一月
七
日
か
ら
十
九
日

ま
で
十
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
各
会

計
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
 

森
田
市
長
は
、
議
会
初
日
に
六
十
三
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
 

市
政
（
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
基
本
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
市
政
運
営
に
対
す
る
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
呼
び
 

か
け
ま
し
た
。
 

「施
政
方
針
」
の
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
 

年度予算決まる 
総額133億5,950万円に 

農
工
併
進
策
 

を
強
化
 

時
局
な
お
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
幸
い
本
市
は
多

極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
基
本

理
念
と
す
る
四
全
総
に
青
森
・
」
 

五
所
川
原

・
鯵
ケ
沢
間
四
十
キ

只
「
が津
軽
自
動
車
道
と
し
て

組
み
こ
ま
れ
た
こ
と
、
半
島
振

興
法
に
基
づ
く
「
津
軽
地
域
半

島
振
興
計
画
」
が
国
の
承
認
を

受
け
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
工

業
用
水
道
を
完
備
し
た
漆
川
エ
 
 

業
団
地
の
充
実
等
、
か
つ
て
な

い
展
望
が
拓
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

去
る
二
月
十
八
日
自
由
民
主

党
本
部
に
お
い
て
安
倍
幹
事
長

に
対
し
、「津
軽
自
動
車
道
」
の

早
期
着
工
並
び
に
「
五
所
川
原

大
橋
」
の
六
十
四
年
の
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
の
完
成
に
つ
い

て
議
員
各
位
と
と
も
に
強
く
要

請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
六
十
五
年
度
完
成
子

定
の
新
津
軽
大
橋
、
国
道

一
〇

一
号
、
三
三
九
号
の
整
備
等
に

つ
き
ま
し
て
も
一
日
も
早
い
実

現
を
政
府
に
対
し
て
要
請
い
た

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後

さ
ら
に
各
位
と
と
も
に
強
力
に

運
動
を
展
開
し
て
ま
い
リ
た
い

と
存
じ
ま
す
。
 

働
く
場
所
を
確
保
し
、
所
得
 

水
準
の
向
上
を
図
り
、
出
稼
ぎ

解
消
の
悲
願
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
農
工
併
進
策
を
強
化
し
、
 

企
業
誘
致
、
地
場
産
業
の
振
興

を

一
層
推
進
し
て
ま
い
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

幸
い
、
去
る
二
月
九
日
に
は
、
 

市
の
七
番
目
の
誘
致
企
業
と
し

て
岐
阜
市
に
本
社
を
置
く
株
式

会
社
奥
田
縫
製
が
現
地
法
人
を

設
立
、
操
業
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

調
印
式
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

(
 
 農

業
の
 

振
興
を
は
か
る
 

「農
業
」
は
、
あ
く
ま
で
市

の
基
幹
産
業
で
あ
リ
ま
す
］
 

一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
減
反

政
策
、
迫
り
来
る
農
産
物
輸
人

問
題
に
対
し
て
は
あ
く
ま
で
米

と
り
ん
ご
を
守
り
つ
つ
野
菜
等

の
振
興
に
よ
り
対
応
し
て
ま
い

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
懸
案
の
市
内
三
農

協
の
合
併
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
去
る
一
月
十
四
日
、
合
併

促
進
協
議
会
が
発
足
い
た
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
六
十

四
年
三
月
ま
で
に
こ
れ
を
成
功

さ
せ
る
べ
く
、
努
力
い
た
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
に
つ

き
ま
し
て
は
、
既
に
稼
働
中
の

五
施
設
に
加
え
て
今
年
は
長
橋

地
区
に
建
設
を
予
定
い
た
し
て

お
リ
主
十
。
 

商
業
近
代
化
計
画
 

を
積
極
的
に
推
進
 

本
市
は
百
年
の
伝
統
を
誇
る

商
業
の
ま
ち
で
あ
リ
ま
す
。
 

来
た
る
べ
き
世
紀
に
お
い
て

も
西
北
津
軽
並
び
に
津
軽
半
島
 
 

の
経
済
の
中
心
と
し
て
の
地
位

を
堅
持
す
る
た
め
に
は
、
商
業

近
代
化
を
積
極
的
に
推
し
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
 

駅
前
再
開
発
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
核
と
な

る
国
鉄
余
剰
地
を
三
年
以
内
に

取
得
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

更
に
広
域
観
光
を
推
進
し
、
近

く
実
現
す
る
岩
木
山
麓
国
際
ス

キ
ー
場
の
玄
関
ロ
と
し
て
当
市

を
位
置
づ
け
そ
の
発
展
を
期
し

て
ま
い
リ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

葉
「
 

教
育
・体
育
・福
祉
 

の
振
興
 

ま
ち
づ
く
リ
は
結
局
は
人
づ

く
り
で
あ
り
ま
す
。
 

教
育
・
体
育
・
福
祖
の
振
興

な
く
し
て
、
う
る
お
い
と
置
難

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
不
可
能

で
あ
り
ま
す
。
若
人
に
は
気
概

を
、
お
年
寄
リ
に
は
生
き
が
い

の
あ
る
地
域
社
会
の
建
設
こ
そ

私
ど
も
の
究
極
の
目
標
で
あ
り

ま
す
。
 

今
日
な
お
本
市
の
最
も
遅
れ

て
い
る
も
の
に
老
朽
校
舎
の
間

題
が
あ
り
ま
す
が
、
財
政
極
め

て
逼
迫
い
た
し
て
お
り
ま
す
が

五
所
川
原
小
学
校
新
築
工
事
を
 

昭
和
六
十
三
年
第
二
回
定
例

会
に
あ
た
り
、
施
政
方
針
に
つ

い
て
所
信
を
申
し
上
げ
、
議
員

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

リ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 



      

 

民生費 3.252,611千円 24 一 3%) 

 

      

      

  

致育費 2.272.926干円 

 

    

      

総務費 1.585.966千円（11.9%) 

公債費 1,480.413千円（ Ii .196) 

衛生費 925,369干円（6.9%) 

「 農林水産業費 592 .  389千円（4 .  4%) 

I 肖防費 557 ,  384干円（4 . 296) 

その他 737.152千円（5.5%) 

土木費 1 955 290千円I l 955. 290干円 

その他引2.888千円 2.3%J 

使用料及び手数料 248,095干円（1.9%) 

分担金及び負担金 4 Ti .529干円（3.1%) 

県支出金 465.007干円（3.5%) 

諸収入 955.850千円（7.2%) 

市 債 1.061.900干円（7.9%) 

市 税 3,475.625千円 126.0% 

地方交付税 3.850.000千円（28.8%1 

i 古山今 フ‘7只 RnR千円 	(19.3%) 国庫支出金 2.578.606千円 

―般会計 133億5,950万円の内訳 
( ）内は構成比 

軒ニ一＝こ叫  

特別会計予算の内訳（企業会計を除く） 
（単位】千円） 

会 計 名 子 	算 額 

国 民 健 康 保 険 3,578 ,623 

高 等 看 護 学 院 48 ,404 

老 ノ、、 イ呆 健 1,769 ,155 

長 者 森 平 和 公 園 3,861 

下“ 水 道 1.408 ,639 

農 業 集 落 排 zk 147 ,507 

言十 6,956 ,189 

歳
 
出
 

昭和B3 
ー般会計予算 

促
進
し
、
南
小
学
校
を
は
じ
め

老
朽
校
舎
解
消
に
向
か
っ
て
鋭

意
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。
 

な
お
、
待
望
久
し
か
っ
た
市

民
プ
ー
ル
は
、
七
月
完
成
の
見

通
し
で
あ
り
ま
す
。
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
 

新
年
度
ス
タ

ー
ト
に
向
け
準
備

中
で
あ
り
、
加
え
て
ボ
ラ
ン
ト

ピ
ア
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

景
気
浮
揚
対
策
 

に
配
慮
 

昭
和
六
土
．
年
度
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
依
然
厳
し
い
財

政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
行
政
改
革
を
推
進

し
、
増
嵩
す
る
諸
経
費
の
節
減

を
図
り
、
か
つ
、
景
気
浮
揚
対

策
の
財
源
確
保
に
つ
と
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
結
果
、
 一
般
会
計
の
子

算
総
額
は
、
百
三
十
三
億
五
千

九
百
五
十
万
円
と
な
り
、
前
年

比
五
・
三
督
、
六
億
七
千
二
百

五
十
万
円
増
の
積
極
型
予
算
と

な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ぐ新
五
所
川
原
市
 

総
合
計
画
 

の
策
定
を
推
進
 

こ
の
よ
う
に
二
1
 
州
紀
を
 

展
望
す
る
と
き
、
西
北
津
軽
並

び
に
津
軽
半
島
の
拠
点
都
市
と

し
て
、
か
つ
て
な
い
明
る
い
気

運
に
満
ち
て
お
り
、
目
下
市
民

各
層
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
 
「
 

新
五
所
川
原
市
総
合
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
 

現
実
は
、
な
お
も
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
新
た
な
る
展

望
の
も
と
あ
く
ま
で
「
奉
仕
と

信
頼
の
市
政
」
を
貫
き
、
五
万
 

市
民
大
同
団
結
の
も
と
、
い
か

な
る
困
難
な
時
代
を
も
乗
り
越

え
て
き
た
不
擁
不
屈
の
五
所
川

原
魂
を
も
っ
て
新
た
な
飛
躍
を

目
指
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

維持補修費 

121.693 
(0.9) 

性
質
別
予
算
構
成
比
 

（単
位
】
千
円
．
%
)
 

歳
 

入
 

繰出金
印4.308 

投資・出資金（S 工

貸付金 

829, 370 

物件費 6.2) 

1.015,892 
(761 

災害 
復旧事業費 

91.507 
(0.7) 

③昭和63年（1988年）4 月 1 日 
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（前ページからつづき） 

重点施策の主なもの（単位千円） 

1 ．市民生活関連基盤の整備 

市営住宅建替え （中層3階） 

336,790 

道路橋梁新設改良 	 291,951 

区画整理（南部地区） 	132.909 

交通安全施設整備 	 48,808 

除雪機械 G2トン級）購入 20,220 

農業及び公共土木施設災害復旧 

91,507 

上水道第5次拡張事業 	1,014,200 

(62-67年度総額 4,094,000) 

消防施設整備 G肖防団関係） 

25,300 

水槽付消防ポンプ自動車購入 

25,000 

津軽広域水道（浅瀬石川ダム） 

企業団ノ＼の出資 	 39,679 

下水道会計へ繰り出し 	451,978 

（予算総額 1,408,639) 

農業集落排水事業会計へ、繰り出し 

28,377 

（予算総額 	147,507) 

北部地区農村総合整備モデル事業 

15,675 

五所川原地区消防事務組合負担金 

499,778 

西北五衛生処理組合負担金 351,021 

県救急医療情報システム整備運営費 

740 

2 ．産業経済の振興 

長橋地区加工施設建設 	59,337 

工業用水道事業 	 621 .939 

(62-65年度総額 1,443,255) 

団体営草地開発整備 	 91,882 

水田農業確立対策（大豆播種機他） 

10,175 

第 1 回産業まつり （半島展） 

2,550 

天災融資による被害農家への利子補給 

3,968 

農道整備 	 18, 127 

農協合併推進費 	 1, 200 

中小企業特別融資貸付原資 260,000 

労働金庫貸付金 	 25,000 

農産物加工事業貸付金 	2,000 

林産集落振興対策事業 	2,615 

3一教育・福祉・体育・文化の振興 

五所川原小学校建設 
	

710,399 

(62-64年度継続 1,573,212) 

第三中学校建設 
	

340,508 

(61 -63年度継続 1,074,534) 

幼稚園就園奨励金 
	

12,566 

老人保健会計／＼繰り出し 
	

88, 178 

（予算総額 1.769,155) 

高額療養費貸付制度 
	

37,000 

長寿褒彰費 	 8,846 

シルバー人材センターノ＼の補助28,600 

福祉基金造成への補助（59---63年度） 

2 , 000 

老人クラブ基盤確立基金造成ノ＼の補助 

(61 -67年度） 	 1 .000 

観音林遺跡発掘調査 	 2,496 

老人福祉センター温泉整備 20,000 

老人福祉施設整備 	 20,900 

ボラントピア事業補助 	1 ,600 

4 ．西北津軽の中心都市として 

の機能の整備 
都市公園の整備 

北部公園 （市民プール） 130,680 

菊ケ丘運動公園、狼野長根公園 

30,024 

街路整備 

3.4.3漆川岩木町線 	61,540 

3.3.1田Hl三ツ屋線 	103,777 

3'5.3姥惹田川線整備負担金 

40,000 

新津軽大橋整備負担金 	35,000 
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二
十
一
世
紀

を
担
う
ェ
ン
ジ

ニ
ア
と
し

て
7
6人
巣
立

つ
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
で

卒
業
式
 

地
域
医
療
の
担

い
手
巣
立
つ
 

市
立
高
等
看
護
学
院
で
卒
業
式
 

着
々
と
そ
の
基
盤
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
リ
ま
す
。
本
校
で
培
っ

た
科
学
技
術
的
知
識
と
工
学
的

実
践
力
を
生
か
し
、
若
い
意
欲

と
力
強
い
パ
ワ
ー
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
、
国
家
・
社
会
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
 
 

技
術
者
の
養
成
・
確
保
は
国
家

的
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
期
待
に
応
え
て
、
来
た
る
べ

き
二
十

一
世
紀
の
主
役
に
な
る

の
が
皆
さ
ん
で
あ
り
、
心
か
ら

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
建
築
設
備
科
の
幸
山
博

克
さ
ん
が
「
本
校
で
学
ん
だ
技

能
と
技
術
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
、
 

母
校
の
名
誉
を
高
め
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
式

を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

今
春
同
校
を
卒
業
し
た
の
は
、
 

生
産
機
械
科
十
九
人
、
金
属
成

形
科
十
三
人
、
電
子
科
二
十
三

人
、
建
築
設
備
科
二
十
一
人
の
 
 

合
わ
せ
て
七
十
六
人

（
う
ち女

子
三
人
）
で
、
就
職
先
は
県
内

三
十
八
人
、
県
外
三
十
四
人
、
 

ほ
か
公
務
員
四
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

ま
た
同
校
で
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
か
ら
高
度
情
報
化
時
代

に
対
応
し
た
中
堅
技
術
者
を
養

成
す
る
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム

科
が
新
設
さ
れ
、
機
械
シ
ス
テ

ム
科
、
電
子
シ
ス
テ
ム
科
、
制

御
シ
ス
テ
ム
科
の
四
科
に
改
編

さ
れ
ま
す
。
 

今
後
、
同
校
が
高
度
情
報
化

社
会
の
技
術
面
を
担
う
中
堅
エ

ン
ジ
ニ
ア
養
成
の
拠
点
に
な
る

も
の
と
関
係
者
か
ら
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
立
高
等
看
護
学
院

（
学
院

長
・
副
島
清
治
茜
北
中
央
病
院

長
）
で
三
月
十
二
日
、
第
二
十

期
生
の
卒
業
式
が
父
母
や
関
係

者
ら
百
五
十
人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
二
十
九
人
の
看
護
婦

（
 

士
）
が
地
域
医
療
の
担
い
手
と

し
て
巣
立
ち
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
副
島
学
院
長
が

一

人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
た
後
「
医
学
は
限
り
な
く
進

歩

・
発
展
す
る
も
の
で
あ
り
、
 

看
護
学
も
常
に
時
代
の
進
歩
、
 

医
学
の
流
れ
に
対
応
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
師

の
考
え
る
医
療
の
再
現
、
自
ら

立
案
し
た
看
護
に
向
か
っ
て
進
 
 

歩

・
前
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
森
田
市
長
が
「
 

自
ら
選
ん
だ
看
護
婦
、
看
護
士

の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
そ
の

使
命
を
全
う
さ
れ
、
地
域
医
療

発
展
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
」
 
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
県
環
境

保
健
部
長
代
理
の
村
元
正
敬
五

所
川
原
保
健
所
衛
生
指
導
監
、
 

川
浪
重
次
郎
市
議
会
議
長
、
日

本
看
護
協
会
県
支
部
長
代
理
の

梅
村
紘
子
さ
ん
の
三
人
が
祝
辞

を
、
在
校
生
を
代
表
し
て
佐
藤

友
美
さ
ん
が
送
辞
を
そ
れ
ぞ
れ

述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
 

卒
業
生
を
代
表

し
て
成
田
照
美

さ
ん
が
「
常
に

向
上
心
を
持
ち
、
 

専
門
職
業
人
と

し
て
責
任
あ
る

態
度
で
臨
み
ま

す
」
と
答
辞
を

述
べ
式
を
終
わ

り
ま
し
た
。
 

津
軽
地
域
唯
一
の
工
科
系
大
 
着

々
と
そ
の
基
盤
が
整
備
さ
れ

学
で
あ
る
青
森
職
業
訓
練
短
期
 
つ
つ
あ

リ
ま
す
。
本
校
で
培
っ

大
学
校
（
辻
茂
校
長
）
で
三
月
 
た
科

学
技
術
的
知
識
と
工
学
的

十
八
日
、
第
三
回
生
の
卒
業
式
 
実
践

力
を
生
か
し
、
若
い
意
欲

が
卒
業
生
と
父
母
、
来
賓
、
学
 
と

力
強
い
パ
ワ
ー
を
最
大
限
に

校
関
係
者
な
ど
合
わ
せ
て
百
五
 
発

揮
し
て
、
国
家
・
社
会
の
た

十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
 
め

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
 

た
。
 

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

式
で
は
辻
校
長
が
、
卒
業
生
 
引
き
続

き
、
県
知
事
代
理
の

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
 
佐

々
木
三
津
雄
県
商
工
労
働
部

渡
し
た
後
、「青
森
を
中
心
と
し
 
次

長
の
祝
辞
に
続
い
て
、
森
田

た
北
東
北
の
地
は
、
高
度
化
技
 

市
長
が
「
今
日
、
わ
が
国
に
お

術
産
業
地
帯
と
し
て
未
来
が
約
 
け

る
技
術
革
新
は
日
進
月
歩
で

東
さ
れ
、
二
＋

一
世
紀
に
向
け
 
進

み
、
こ
れ
に
対
応
す
る
高
度
 

i士校長から卒業証書を受ける卒業生 

卒業式で祝辞を述べる森田市長 

卒業式で卒業証書を手渡す副島
学F完長（右） 



川
浪
さ
ん
（
藻川
小
6
年
）
と佐
藤

さ
ん
（
」好
中
2
年
）
が
 

県
教
育
長

か
ら
善
行
表
彰
 

県
教
育
委
員
会

（
本間
茂
夫
  

こ
れ
は
、

他
の
児
童
・
生
徒
 
中
・
二

年
）
の
二
人
が
選
ば
れ
 

一
方
、佐
藤
さ
ん
は
、

新
入

教
育
長
）
で
は
、

昭
和
六
十
一
一
 

 

に
望
ま
し
い
影
響
を
与
え
る
よ
 
三

月
二
日
、
市
教
育
委
員
会
で
 

生
に
対
し
て
常
に
親
切
な
態
度

年
度
善
行
児
童
・
生
徒
の
表
彰
 
 

う
な
善
行
を
し
た
者

（
人命
を
  

高
橋
教
育
長
か
ら
表
状
と
記
念
 
で

接
し
、
み
ん
な
か
ら
よ
き
上
 

を
行
い
ま
し
た
。
 

救
助
、

逆
境
に
あ
り
な
が
ら
健
 
品
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

級
生
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
お

り
、
 

全
な
家
庭
・
学
 

川
浪
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
が
 

ま
た
、
小
学
生
が
学
校
の
近
く
 

校
生
活
を
送
っ
 

出
稼
ぎ
先
で
大
け
が
を
し
入
院
、
 
の
「
せ
き
」
に
落
ち
た
と
き
に
 

て
い
る
、
そ
の
 

お
母
さ
ん
は
家
計
を
さ
さ
え
る
 
「

せ
き
」
か
ら
抱
き
あ
げ
、
汚
 

他
奉
仕
活
動
・
 

た
め
病
身
の
祖
父
を
残
し
働
き
 
れ

た
く
つ
を
洗
っ
て
や
る
な
ど
、
 

社
会
的
に
有
益
 

に
出
て
い
る
と
い
う
逆
境
に
も
 
小

学
校
側
か
ら
も
称
賛
さ
れ
て
 

な
行
為
等
）
に
 

め
げ
ず
、
勉
学
に
励
み
成
績
優
 
い

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
 

対
し
て
行
う
も
 

秀
で
全
校
児
童
の
模
範
と
な
っ
 

も
の
で
す
。
 

の
で
す
。
 

て
お
り
、
ま
た
家
庭
で
も
自
分
 
伝

達
式
で
は
、
高
橋
教
育
長
 

本
市
で
は
、
 

の
で
き
る
か
ぎ
り
の
家
事
を
ひ
 
が
「

受
賞
お
め
で
と
う
。
こ
れ
 

川
浪
善
嗣
さ
ん
 

き
う
け
、
留
守
家
庭
の
児
童
と
 

か
ら
も
他
の
児
童
・
生
徒
の
模
 

（
藻川
小
・
六
 

し
て
り
っ
ぱ
に
家
庭
を
守
っ
て
 
範

と
な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
 

年
）
と
佐
藤
聖
 

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
 
だ

さ
い
」
 
とお
祝
い
の
こ
と
ば
 

子
さ
ん

（
三
好
 

で
す
。
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

【

”
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高橋教育長（中央）に受賞を祝福される
川浪さん（左）と佐藤さん（右） 

ニュースポーツの「ユニホック」を楽
しむ参加者たち 

、 

6
2年
度
市
ス

ポ
ー

ツ
教

室
 

市
教
育
委
員
 
き
る
ス
ボ

ー
ツ
と
し
て
「
ス
ト

会
で
は
、
二
月
 
レ
ッ

チ
ン
グ
」
、
 ニ
ュ
ー
ス
ポ

十
七
日
か
ら
三
 
ー
ツ

の
 
「ユ
ニ
ホ
ッ
ク
」
、
 「
 

月
十
九
日
ま
で
 

ス
キ

ー
教
室
」
を
行
い
、
市
内

の
毎
週
水
・
土
 
の

主
婦
ら
二
十
五
人
が
参
加
し

曜
日
に
「
ス
ポ
 

ま
し
た
。
 

ー
ツ
教
室
」
を
 

そ
の
中
で
も
「
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
」
 

開
催
し
ま
し
た
。
 
は
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
に
似
て

今
年
は
、
誰
 
お
り

六
人
対
六
人
で
競
技
し
、
 

で
も
気
軽
に
で
 

コ
ー
ト
ー
面
走り
回
り
な
が
ら
 

終
わ
る
 

相
手
ゴ

ー
ル
に
ボ
ー
ル
を
入
れ

る
も
の
で
、
県
内
で
は
本
市
と

県
営
体
育
館
で
行
わ
れ
て
い
る

だ
け
で
す
が
、
今
後
、
県
内
各

地
に
普
及
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

ロ期問 4月6日困～4月巧日金 

春の全国交通安全運動 

五所川原市交通事故防止対策本部 

子供と高齢者、特に新入学（園）児童 

の交通事故防止 

飲酒、暴走等無謀運転の追放 

二輪車、自転車の交通事故防止 

正しい方法によるシートベルト、ヘ 

ルメットの着用の徹底 

福
祉
基
金
 

津
軽
三
味
線
滝
栄
会

一
大
邑

滝
雄
会
長
）
で
は
三
月
十
六
日
、
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
福

祉
基
金
に
五
万
一
千
七十
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
滝
栄
会
が
去
る
三
月

士
1百

に
市
民
文
化
会
館
で
開
 
 

催
し
た
「
第
六
回
津
軽
三
味
線

滝
栄
会
発
表
会
」
 
の益
金
を
寄

付
さ
れ
た
も
の
で
、
同
会
か
ら

の
寄
付
は
今
回
で
六
回
目
と
な

り
、
関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

に
と
5
万
1
千
円
余
 

津
軽
三
味
線
滝
栄
会
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駅東部第ニ地区土地区画整理

審議会委員の改選のお知らせ 
市消費生活モ二ター調査結果 

市では、 5 人の消費生活モニ・ターを委嘱し、 

毎月独自に品目を設定して市民生活に関連性の 

高い物資などの価格調査を行っています。 

この 5 人の調査結果の平均を 3 ケ月ごとに公

表しています。（育Ii回は 1月15日号） 

買I勿などの参考にしてください。 

（単位】円） 

古II 	目 規 	格 1月 2 月 3 月 

灯 油 18l缶入 702 698 668 

灯 油 200e 缶入 7,560 7,500 7,180 

LPガス 5M3 2,714 2,728 2,728 

ガソリン’ レギュラ- ll 122 122 122 

ガソリン ハイオクタン ll 139 138 139 

牛 肉 もも肉 b0og 355 377 380 

豚 肉 もも肉 100 g 147 144 149 

鶏 肉 もも肉 100 g 88 91 87 

鶏 卵 1kg 220 202 180 

牛 乳 
成分無調整牛乳 

1e 224 228 227 

バタ一 225 g 紙箱入 374 365 369 

食パン 普通食パン 143 144 140 

まぐろ 刺身用 100 g 222 277 242 

し、 	か するめいか b0og 245 169 187 

た こ まだこ lOOg 146 152 144 

たらこ 並 b0og 291 222 244 

キャべッ 普通品 lkg 244 159 245 

ほうれんそう 100 g 93 42 47 

にんじん 1kg 114 196 211 

わかめ 塩 100 g 50 38 57 

糸こんにゃく 100 g 69 62 72 

干うどん 250g 90 90 90 

干のリ 1ちよう 黒のり 367 375 427 

豆 腐 丸棒形袋入 59 61 61 

納 豆 丸納豆 100 g 66 67 68 

味 そ 2kgl袋 566 566 560 

しよう油 
濃口（本醸造） 

特級 1.8e 513 497 559 
、k
ー
  

／
ー
 

ノ
」
 

一

レ
ペ
 

ト

r(
  

一
 

 

パルプ 4個組 236 241 241 

テ
 

／
ー
 
 

ノペ
 
ノ
 

一
 
ュ
パ
 

一
 

 

400枚 200組 148 148 147 

台所洗剤 食器・野菜・果物用 321 362 362 

射く東部第二地巨 ヒ地区画整理審議会委貝の任 

期満了に伴う改選を、次の要領で実施します。 

1.選挙期日 

~l召和63年 5 月 2 日 

2．選挙人名簿の縦覧期間 

4 月11日まで’。 （午前 8時30分から午後 4 

時45分まーで） 

3.立候補の届出期間 

4 月12日から 4 月21日まで’。 （午前 8時30 

分から午後 4 時45分・まて二’) 

4.問い合わせ先 

市都市建設課換地清算係 

("35一 2 1 1 1番内線 2 3 5 番） 4 

南部地区土地区画整理事業の 

事業計画の変更のお知らせ 
南部地区土地区画整理事業の事業計画を変更 

するにあたリ、設計の概要を表示する図書をつ 

ぎのとおり公衆（7贈従覧に供しますのでお知らせ 

します。 

1 ．主な変更内容 

施行期問の延長及び資金計画の変更 

2．縦覧期間 

昭和63年 4 月 1 日～昭和63年 4 月14日まて三 

3．縦覧時間 

午前 8時30分・から午後 4時45分、まて了 

4．縦覧場所及び問い合わせ先 

市都市建設課換地清算係 

(か35一 2 1 1 1番内線 2 3 5 番） 

ボランティア活動助成金 
希望グループ募集 

（財）青森県社会奉仕振興会― 

ボランティア活動促進の一環として、助成金 

を希望するグループを募集します。 

ン助成金 

学生の部 1 クールーフ。20,000円（ 3 グノレーフP) 

一般の部 1 グソレーフ。30,000円（ 6 グノレープ） 

＞対象 県内のボランティアグループ又は新た 

にボランティア活動するグルーフ。 

>I応募期間 4 月30日まで’ 

＞申し込，み及Uぐ問い合わせ先 

（財）青森県社会奉仕振興会 

青森市駒込字蟹沢289一27 

("0177⑩41o7番) 

弘、前市桔梗野21 18-27 

("o172⑨5676番) 

、 
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児童手当改正のおしらせ 
昭和63年 4 月 1 日からは義務教育就学前の児 

童を含む18歳未満の児童を 2 人」』よ上養育してい 

る人で収入が一定の額未満の場合に 2 番目（2'）児 

童から支給されます。 

なお、 自分のお子さんでなくても、その児童 

を監護し、一定の生計関係があれば受給できる 

場合があります。 

また、義務教育就学消tjo）児童には、やむを得 

ない事由のため就学困難と認められ、現に就学 

していない児童が含まれます。 

ン受給資格者 

昭和57年 4 月 2 日以後に生まれプこ児童（ 4 月 

1 日現在で満 6 歳未満） を含む18歳未満の児童 

を 2 人以上養育していること。 

r レ支給額 

児童手当の額は、 2 人目の子どもについては、 

月額2,500円、3 人目以降の子どもについては、 

1人につき月額5,000円が支給されます。 

現在申請書を受糸十中で・す。 

申請書を提出されーないと受給することができ 

ませースノ。 

実際の支払いは 6 月からになります。 

なお、公務員については、事業所からの支まl、 

いになりますので届出は不要です。 

レ申請の際に必、要なもの 

(1）保険証 

(2）銀行の口座番号一 

(3）印鑑 

(4)児」童手当用所得等証翼月書（税務課から） 

ただし本年 1月 1 日腎に転入の方は前住所 

地から。 
二。 	 喜

護曹 

r 
へどうぞ’ 

あなたの 

アイディア募集 
(LIリi川原商工会議所では、当市の商店街の活 

性化を図るため、 ひろく皆さんからイベント企 

画のアイディア （実現させたい・実行したい） 

を募集します。 なお、採用されたアイデ’ィアに 

は 5 万円のアイディア賞を差しあげます。 

ンI応募資格 どなたでも応募できます 

＞応募方法 400字詰原稿用紙 3 枚程度 

レ I応募締I刀 4 月30日 

レI応募先及びお問い合わせ先 

圧所川原市字岩木町12 

五所川原商工会議所商業近代化事務局 

（胃⑩2 1 2 1番） 

巡回連絡にご協力をノ 
一五所川原警察署― 

派出Iり〒や覇イ~所に勤務している外勤警察官は、 

各家庭や事業所などを戸別に訪間して 「i巡回連

絡」 を行っています。 

j巡回連絡は、 

①犯罪の子防や交通事故の防止などについて‘必

要な連絡を行う。 

②住民の皆さんの要望や意見を伺い、困りごと

相談にも」志ずる。 

（③母子家庭、出稼ぎの留守家庭、ひとり暮らし

老人の家庭などの激励や保護に当たる。 

など、皆さんの日常生活の安全と平穏を守る

ために行っているものですから、 ご協力をお願

いします。 

1 ．通知票への記入、 

j巡回連絡の際、新たに転居して来た家庭には、 

「通知票」 をお届けし、 ご家族のお名前などを

記入していただいています。 

これは、皆さんの親類や知人の方から家を尋

ねられたり、緊急に連絡を‘必要とする場合など

に活用できるよう保管しておく ものーです。 

趣旨を理解され、ぜひ受け持ちの派出所、馬主

在所に提出するようにしてください。 

2 ．気軽にこ才目談を 

巡回連絡は、受け持ちの外勤警察1『が各家庭

などに対して 1年間に最低 1回以上行っていま

す。 また、地域のパトロールも随時行っていま

すので、困りごとなどがありましたら気軽にこご

木目討乏く ノごさい。 

地域の警察活動に住民の皆さんの声を反映さ

せ、安Jじ、して生活できる社会をつく るため、冬竺

回連絡について皆さんの 」1鵬『り ご機丸曽をお願 
事 

し、しま 十 

ソフトボール部員募集 
ン対象 市内在住グン女性でソフトボールの好き

な力。（初心者歓迎） 

ン期間 現在から来年 3 月末まで。 

ン練習 毎週 2 回 

レ連絡先 五所川原ママーズク ノプ神成さん（ 

市内石岡 き電i)9548番、 ~ ー 

銃剣道新会員募集 
銃剣道協会では、 市内小・中・高児童生徒を

対象に新会景を募集しています。 

ン練習日 毎週土曜日午後 4 日寺カ、ら 6 時まて“ 

レ場所 市民体育館 

詳しいことは、高橋さん（＝国)2642番）、工

藤さん（か⑩2484番）へどうぞ。 

ネ申 b文さスJ( 
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狂犬病予防注射と登録 
＞犬の登録は年 1回です。 

犬の注射・登録手数料表 

区一 分 金 	額 

li二 射 手 数 料 2,760円 

登 録 料 2,100円 

計 4,860円 

⑨飼い主の皆さんへ 

(1）犬の登録をしないと 

(2）犬の注射を受けないと 

※放し飼いは事故のもとです。他人に迷惑を 

かけますからま色対にしないでください。 

詳しいことは、市衛生課子防衛生係（か⑩ 

2111番内線272番）へお問い合わせくブごさい。 

狂犬病予防注射日程表 
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みどリ町 コミュニテイセンター栄前 9 : 30-10: 30 

梅 	田 成 田 理 容 所 前 10:40~il :00 
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石 岡 給 油 所 前 9 : 30~ 9 : 50 
野 里 公 民 館 前 10: 00~b0 : 20 
松 野 商 店 前 10: 30~b0 :50 
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飯 詰 支 所 前 13: 30-14 :00 
集 会 所 前 14:10一一 14:30 
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吉 村 商 9 : 30~ 9 : 50 
神 社 前 10: 00~b0 :20 
寺 田 武 道 宅 前 10: 30~b0 : 50 
対 馬 精 米 所 前 U: 00~li : 20 
集 

児 

会 

童 

所 

館 

前 

前 

ii: 30~li : 50 
13: 20-13 :40 

毛 内 光 春 宅 前 13: 50一1i4 :10 
丁 字 路 14: 20-14 :40 
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集 会 所 前 9 : 30~ 9 : 50 
'I 10: 00~b0 : 20 

泉 谷 正 志 宅 前 10: 30~b0 : 50 
公 民 館 前 11: 00~il : 20 
集 会 所 前 11:30~il: 50 
コ ミ 	セ ン 中 川 前 13 : 00~ 13 : 30 
集 会 所 前 13: 40-14 :00 

E
l
 

 
場 	 司i 時 	問 
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湊 集 	会 	所 	“i」 9: 30~ 10 : 20 

姥 	泡 神 	社 	前 10: 30~b0 :50 

稲 	実 消 	防 	屯 所 前 11: 00~li : 20 

広 	田 市 農 協 栄 支 所 前 ii: 30~Il: 50 

七 ッ 館 消 防 屯 所 前 13: 00-13 :20 

浅 	井 ドライ ブイン横綱前 13: 30-13 : 50 

4

月
 
1
9
 
B

関
 

豊 	成 り ん ご 倉 庫 前 9 : 30~ 9 : 50 

俵 	元 警 	鐘 	台 	前 10: 00一1iO :20 

原 コミュニテイハウス前 10:30~li: 00 

前田野目 西 塚 商 店 前 li: 10~il : 30 

派 	立 新 谷 勝 男 宅 前 12: 40-13 :00 

高 	野 神 	社 	前 13 : l0-13 : 40 

I
 月
 
2
0
 
H
 困
 

松島町 八 丁 目 パ ス 停 前 9 : 3011 9 : 50 

'p 松 島 ス 	ト ア 前 10: 00~b0 :20 

11 松 島 会 館 前 10: 30~b0 :50 

田園調布 藤 巻 商 店 前 11:00~il: 20 

鎌 谷町 防 災 セ ン タ ― 前 11: 30-12 : 00 

平和町 集 	会 	所 	前 13: 10-13 :40 

田町・栄町 白 	衣 神 社 前 13: 50-14 :10 

旧 市 内 市 民 文 化 会館 前 14: 20-14 :50 

4
 1
1
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1
 
U
 困
 

下平井町 老 人 ホ 一 ム 前 9:30一一 10:00 

旧 市 内 しき しま コ ミセン前 10: 1011b0 :50 
II 斎 勝 駐 車 場 11:00~li: 30 

末広町 保 	健 	所 	前 12: 40-13 :20 

小 	曲 農 村 婦 人 の 家 前 13: 30-13 :50 

II 秋 田 谷 旅 館 前 14: 00-14 : 20 

4
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2
2
 
日
 柵
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鶴
 
上
 
下

宮
 
葉
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瀬
 岡
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ケ
 
藻
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集 	会 	所 	前 9 : 30~ 9 : 50 

森 	の 	家 	前 10: 00~b0 :40 

奈 良 商 店 前 10: 50~li :10 

集 	会 	所 	前 

コ ミ セ ン 三 好 前 

ii: 20~li :50 

13: 10-13 : 40 

農 協 倉 庫 前 13: 50一1i4 :10 

消 防 屯 所 前 14: 20-14 :40 

※都合の良い場所で受けることができます。 

住所の変更は 
14日以内に手続きを．ノ 

市内でイ主所が変わった人は、14日以内に印鑑、 

国民健康保険証を持参して、市民課窓口で手続

きをしてください。 

※詳しいことは、市民課記録係（"G)2111番内

線 2 78 番）へどうぞ 

ソ、でイ 



みんなの健康教室 
ン日 時 4 月 2 2 日（金）午後 1日寺 

レ場 所 市保健センター 

レ講 師 山形 明義先生 

（西北中央病院副院長） 

ンテーマ 「大腸癌について」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室 

テレフォンサービス実施中 

ff⑩031 1番 

ン
 
レ
 
レ
 

時
 
所
 
師
 

日
 
場
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新受入図書 
市立図書館 

J「 	名 著 名 名 「 	書 	名 箸 者名 
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嘩〕くえ 片方 善治 演劇太平記 北篠 秀司 

半導体のあゆみ 長船 虜衛 児童書 
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主婦が変わる時 樋口 恵子 
才っカ、めちゃんと 

おまわりさん 長谷川町子 

虫の観察学 海野 和男 
きっねがひろった 
イソソプものがたり 安野 光雅 

住まいのあかり 舟橋 千枝 名たんてし、 
カメラちゃん デイビソト 

庭木楽しみ万育て方 妻鹿加年雄 みどりの 
トンネルの秘密 ア ラ ン 

七宝・ア・ラ・カルト 長谷川淑子 くらやみ城の冒険 マ
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人の命を救う「愛の献血」にご協力をノ 

期 	H 時 	 間 場 

4 月 8 日 

( 金 ) 

午前10時から 
午後 4 時まで 

高野文化 
センター自り 

午前10時から 
午前11時45分まで 

・

十
 

、
、
、
 

 
原
 
コ

ュ
 
ハ
 
ニ
ウ
 

テ
ス
 
イ
前
 

午後 0 時30分から
午後 4 時まで 

七和農協前 

4 月馬目 

l金〕 

午前10時から 
正午まで 

五所川原保健所前 

午後 1時から 
午後 2 時30分まで 

ホテルサンルート
五所川原前 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 

五所川原 
温泉ホテル前 

4 月25日 

（月） 

午前10時から 
午後1時まで 

白生会胃腸病院前 

午後 2 時から 
午後 4 時まで 

亀屋みなみ 
松島店前 

還暦を合同で祝う会 
（案 内） 

ン対象者 

日召手日 3 年1月 1 日～日召和 3 年12月31日生まれ 

の男の方で叶i内在H主者 

レ日日寺 5 月 5 日 （木）午後1時 

ン場所 「藤吉郎」 

レ会費 12,000円 

レ申し込み受付け期間 4 月 5 日～24日 

ン申し込み先 会費を添えて実行委貝または市 

役所会計課へ 

実行委貝 平 山 雄一郎（”⑩2629番） 

丸，毎老 祐 造（廿国)3040番） 

斎 藤 徳 づス、（か電ら)4133番） 

岩 谷 良 造（か亘5)2621番） 

山鳥 口 慶 I台（か＠2430番） 

成二 田 善 造（廿亘ら>2785番） 

斎

岩
 
嶋
 
成
 

藤
 
谷
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田
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